
　 インテリジェンス（情報収集・分析）機能の強化を目的とした「国
家情報局」が、7月31日に発足しました。さらに政府・与党は、次の段
階として「スパイ防止関連法制」の検討を進める方針を示しています。
　こうした動きの中で懸念されるのが、「行政傍受」の導入です。行政
傍受とは、犯罪捜査を目的とするものではないにもかかわらず、行政機
関が裁判所の令状を経ることなく個人の通信情報を取得できる仕組み
を指します。「安全保障」の対象や範囲が曖昧なまま制度が運用されれ
ば、情報収集・分析や国民監視の権限が拡大し、戦時体制の構築につ
ながるのではないかとの懸念も指摘されています。
　理事懇談会では、なぜ今「スパイ防止法」が検討されているのか、
その法制度にはどのような問題点があるのか、また私たち市民社会や
日々の暮らし、さまざまな市民活動にどのような影響が及ぶ可能性が
あるのかについて考えます。あわせて、「スパイ防止法」が目指すもの
は何なのかを、多角的な視点から考える機会としたいと思います。
　どなたでも参加できますので、右下の二次元コードよりお申込みの
うえご参加ください。

参加型システム研究所　第1回理事懇談会

市民社会の信頼関係に影響を及ぼす
「スパイ防止法」の狙い

講師：海渡 双葉
氏（弁護士）　　
日時：2026年10月14日（金）　　　　　　　　　
　　　11：00～12：30
会場：万国橋会議センター405号室
　　　　　（馬車道駅６番出口から徒歩４分）

開催：zoom併用
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